
　首都圏とその周辺には、世界遺産の富
士山・日光・富岡製糸場をはじめ、観光
資源が豊富にあります。
　圏央道は、これら観光資源のアクセス
を大幅に向上させ、観光交流を拡大する
とともに、魅力ある周遊ツアーを可能にし
ています。
　これによって、地域経済の振興とともに、
インバウンド観光の活況といった効果が
既に現れています。
　さらに圏央道が東名高速から東関東道
までつながることで、成田国際空港のアク
セスが向上し、世界とつながる観光資源
の活用に期待が高まっています。

第 4 章 
観光資源の活用
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第４章　観光資源の活用

①海のない北関東から湘南が身近に

出典：NEXCOデータ（休日）
※1 首都圏北西部（圏央道利用が想定されるエリア）：東京都西部・群馬県・埼玉県
西部・栃木県の合計
※2 湘南エリアを訪れた車両：茅ヶ崎本線、茅ヶ崎西IC、茅ヶ崎海岸ICから出入した
ETC車（休日、小型車・二輪車含む）を1/2したもの
※3 その他の地域：茨城県・埼玉県東部・千葉県・東京都東部・神奈川県・山梨県の合計

広域的な観光交流
　平成27年10月には圏央道が東名高速～
東北道の4つの高速道路を結んだことも
あり、栃木・群馬県等の首都圏北西部か
ら湘南地域への高速道路利用の交通量が、
開通前の平成26年から2年後には約4.6倍
に増加しています①。また、箱根町では
平成27年6月の火山活動で落ち込んだ観
光客数が回復傾向にあり、圏央道による

来訪増に期待を寄せています。
　一方、神奈川県からの来訪者が2.4倍に増
加したのが、東京都と山梨県にまたがる奥
多摩湖です②。海老名JCTから奥多摩湖へ
の休日の所要時間が、相模原愛川IC～高尾
山IC間の開通により、129分から95分へ約3
割短縮した効果とされます。また、栃木県
の鬼怒川温泉の旅館関係者は、「開通後の

栃木県

群馬県

埼玉県

東京都山梨県

神奈川県

茨城県

千葉県

圏央道

高尾山 IC

相模原愛川 IC相模原愛川 IC

つくば中央 IC白
岡
菖
蒲
IC

境
古
河
IC

桶
川
北
本
IC

湘 南

成田国際空港

平成27年
10月31日開通
平成27年

10月31日開通

平成26年
6月28日開通
平成26年

6月28日開通

首都圏北西部
（圏央道の利用が想定されるエリア）※1

北関東道

中央道

東名高速

東
北
道

関
越
道

常
磐
道

平成29年
2月26日開通

首都圏北西部※1から高速道路で湘南エリアを訪れた交通量※2

平成26年6月 平成27年6月 平成 28年6月

1,500

1,200

900

600

300

0

290台／日

1,050台／日

1,320台／日

（台 /日） 東名高速～関越道
接続
▼

東名高速～東北道
接続
▼

約4.6倍
（　　　  ）その他の地域※3

約 1.7 倍
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②奥多摩湖への神奈川県からの来訪車数の推移

③鬼怒川温泉 あさやホテル関係者の声

出典：平成27年12月ヒアリング調査（大宮国道事務所調べ）

出典：国土交通省データ（奥多摩湖駐車場における駐車台数・車籍地調査結果による車
両台数）
開通前：平成25年6月15日（土）
開通後：平成26年11月15日（土）

湘南　神奈川県の相模湾沿岸の湘南地域は、温暖な気候と
風光明媚な景色に恵まれ、古くからの観光地として全国各
地から多くの人が訪れています。

0

20

40

60

80

100

120

開通後

開通前

その他北関東千葉埼玉神奈川東京

約2.4倍に増加

（台）

99
113

19

45
35 35

8 7 3 3 9
18

11月の宿泊者数は、
9月の関東・東北豪雨の
影響もあり、前年同月と
比べると減少。

圏央道の開通効果も
あり、神奈川県内から
の宿泊客数が
約2割増加。

0

1,000

9,000

10,000

11,000

12,000

911人

開通前
平成26年11月

開通後
平成27年11月

1,094人

10,220人

11,131人

9,438人

関東地域の宿泊客数の変化

10,532人-5%

-8%

+20%

（人）

平成27年11月は台風の影響で宿泊客数が前
年比5％減ったものの、神奈川県内からの宿
泊客数は2割増加した」と話しています③。
　また、圏央道の開通は首都圏だけでは
なく、新潟出発で富士山・箱根・鎌倉を
周遊するバスツアーが好評を得るなど、
高速道路ネットワークを活用した観光交
流が拡大してきています。

奥多摩湖

鬼怒川温泉



32

第４章　観光資源の活用

①広域関東周遊ルート「東京圏大回廊」
　The Wider Kanto Route “Around Tokyo”

出典：広域関東周遊ルート「東京圏大回廊」The Wider Kanto Route “Around Tokyo” 
形成計画概要（関東観光広域連携事業推進協議会）

対象地域（11都県：福島県、茨城県、栃木県、群馬県、千葉県、埼玉県、
東京都、神奈川県、新潟県、山梨県、長野県）

◎

●佐渡島

福島

小田原　
富士山

八ヶ岳
さいたま

東京ディズニー
リゾート

九十九里浜

伊豆七島へ

千葉
横浜

東京

松本

高山へ

①
水
戸
・
奥
久
慈

　 （
茨
城
県
）

⑦
西
毛
・
東
信
州

　 （
群
馬
県
・
長
野
県
）

⑲
長
野

　 （
長
野
県
）

⑧
み
な
か
み・
伊
香
保

　 （
群
馬
県
）

⑰
雪
国
観
光
圏

　 （
新
潟
県
・
長
野
県
）

④
北
臨
海
部

（
茨
城
県
・
福
島
県
）

⑤
日
光
・
那
須
塩
原

　 （
栃
木
県
）

②土浦・つくば
　（茨城県）

⑮会津・相馬
　（福島県）

⑪SAITAMA
　プラチナルート
　（埼玉県） ⑨成田・佐倉

　（千葉県）

⑥東毛・栃木・結城
　（栃木県・茨城県・群馬県）

⑯新潟・佐渡・中・下越
　（新潟県）

⑱上越・妙高・糸魚川
　（新潟県）

⑳信越自然郷
　（長野県）

③水郷三都・神栖・銚子
　（千葉県・茨城県）

⑫高尾山・リニア
　（東京都・山梨県）⑭ワインリゾート

　（山梨県・長野県）

⑬大山・丹沢
　（神奈川県）

⑩市原・木更津・南房総
　（千葉県）

自然大回廊ルート（日本海）

自然大回廊ルート（太平洋）

江戸回廊ルート1

江戸回廊ルート2

広域観光促進地域 広域観光拠点地区 主要広域観光ルート 主要ゲートウェイ施設

外国人観光客の周遊性の向上
　広域関東周遊ルート「東京圏大回廊」が、
国土交通大臣により平成28年6月に「広域観
光周遊ルート形成促進事業」の一つに認定さ
れました①。申請した関東観光広域連携事
業推進協議会では、11都県の広域観光促進
地域の外国人延べ宿泊者数を、平成32年度
末までに約2.5倍（1,609万人泊）以上に増やす
目標を掲げています。
　常磐道から東関東道が圏央道によって
つながったのを機に茨城県が、成田国際
空港からのアクセス向上のPR活動を展開。

また、成田国際空港から水戸を経由する
バスツアーを年に2本から40本に増便する
旅行会社もあり、茨城県周遊ツアーの催
行数と催行人数がともに約4倍に増加して
います②。こうしたことからも茨城県の
外国人宿泊者数は、開通前の平成26年か
ら2倍以上に増え、全国34位から29位へ躍
進しました③。
　また、平成27年10月には圏央道が東名
高速～東北道の4つの高速道路を接続。こ
れにより、首都圏近郊の観光地が効率よ
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神奈川県

東京都
山梨県

埼玉県

千葉県

栃木県

群馬県

神奈川神奈川神

高崎IC

宇都宮IC

新富士IC

成田国際空港成田国際空港

平成29年2月
開通区間

平成27年10月
開通区間

平成27年10月
開通区間

高崎 IC～
新富士 IC

宇都宮 IC～
新富士 IC

圏央道による時間短縮・周遊性向上圏央道による時間短縮・周遊性向上

0 6030 90 120 150 180 210 240（分）

開通前：3時間55分

開通後：2時間45分

開通前：4時間20分

開通後：3時間20分

約70分
短縮

約60分
短縮

②茨城県周遊ツアー催行数と催行人数の推移

③茨城県の外国人宿泊者数の推移

⑤日光市の外国人宿泊者数の推移

④世界遺産間の移動効率がアップ

出典：茨城県より提供 

出典：観光庁 宿泊旅行統計調査

出典：日光市提供データ
外国人宿泊者数：日光市内の宿泊施設に泊った外国人客数（各11月、12月の平均値）

（本）

0

300

600

900

1,200

1,500

催
行
数

平成26年度 平成27年度

催行数
1,363本

催行数
341本

催行人数

約4倍

催行数

約4倍 催行人数
39,572人

催行人数
9,700人

（万人）

平成25年 平成26年 平成27年
0

5
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8.8万人
全国33位

9.4万人
全国34位

20.2万人
全国29位

増加率は全国で3位

約2.1倍

圏央道開通
平成27年
6月

所要時間：平成22年度道路交通センサスより算出
（ただし、平成22年度道路交通センサス時に開通していなかった圏央道については制限
速度（80km/h）川本北～白岡菖蒲区間は設計速度（100km/h）を用いて算出した）

約3,200人／月増

約1.7倍

平成25年 平成26年 平成27年

4,330
人／月

6,990
人／月

7,550
人／月

平成26年6月
東名高速～関越道

接続
▼

平成27年10月
東名高速～東北道

接続
▼

（人／月）
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く周遊できるようになりました。外国人
観光客に人気の富士山や日光も、成田国
際空港から都心を通過せずにアクセスで
きるほか、同じく世界遺産の富岡製糸場
にも立ち寄れます④。
　実際、日光市では東名高速からの交通利
便性が向上し、日光東照宮四百年式年大祭
と相まって､ 外国人宿泊者数が2年間で7割
増加しました⑤。今後インバウンド観光の
首都圏の広域的周遊に期待が集まっていま
す。

成田国際空港　外国人入国者数が約612万人（平成27年）と、
インバウンド観光客の日本最大の玄関口となっています。
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首都圏基本計画（第四次）
昭和61年（1986年）

　東京中心部において都心とこれを取りまく複数の副都心から成る都市構造を形成する
ため、これら相互の円滑な連携に資する交通体系の整備を図る。このため、道路につい
ては通過交通の迂回等にも配慮して、首都高速道路中央環状線等の環状方向の道路の整
備を図るほか、都心と副都心を連絡する道路の整備を図る。

出典：環境影響評価書　首都圏中央連絡道路（一般国道20号～埼玉県境）　昭和61年7月時点


